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1みん恋の地質調査⑯1

礫岩

･礫層のしらべ方

①

礫の調べ方という題で地質ニュｰス145号に1個1

個の礫に対する調べ方を述べました.今回からは礫層

や礫岩に対する研究の方法を書いて行きましょう.

現世の川･海にみられる礫質堆積物とくに川の礫に

ついては自然地理学者や河川工学者などによって相当

進んだ研究が加えられていますが地質学の対象である

礫岩･礫層については詳しい研究が少ないしその観察

手段もむしろこれから進歩させねば在りません.筆

者もまだ経験が浅いので礫岩にはこれが最善だとい

う系統的狂観察方法を示すことができませんカミすでに

知られている基本的な事項に筆者が思いついた実用上

有用そうな手段を加えて礫岩･礫層に対する観察･実

験･まとめのコｰスを組み立ててお話しする次第です.

礫岩･礫層を調べる意義

礫層や礫岩にかぎらずすべて地層を調べるという

ことはその地層の現在の状態を明らかにすること

と成因や過去の変化を推定することを目指してそ

の地層の野外での分布をとらえ同時にその地層の

いろいろな性質を観察することを意味しているのです.

すなわち地質学的に地層を調べるということは岩

を見てこれは礫岩であるということから始まってこの

礫岩はどういう環境のもとで形成されたのか(堆積漢鏡

･成因)その後どういう変化をうけたのか(地殻の構

造運動による隆起･沈降などの変位と摺曲･断層だとの

変形石化作用･変成作用･風化作用などによる変質)

現在とのようぽ分布しているか(平面的また地下への分

角靖夫

布)地層カミできた時期･変化をうけた時期はいつか

(地層の堆積時期･関係した構造運動の時期･変質作用

が起きた時期)ということを推定して行くこと放ので

す.

というと礫岩を調べるのはとてっもなくむずか

しいと思われるでしょう.全くそのとおり礫岩を調

べるのはやっかいでしかも推定をくだすコｰスでよく

通行止めの標識にぶつかってしまいます.

しかし礫岩の研究には素手と肉眼とちよっとの道

具だけで果たせる観察項目がいくつも含まれていますか

ら一つか二つの項目にわたる小さい基礎的な課題を選

べば中学生･高校生にも価値の高い研究ができる

バイパスが何本も並んでいることになります.しかも

地質時代の陸地の問題･不整合の問題･堆積機構の問題

･変成作用の問題または地下水の潜水の問題などに対

してよく礫岩や礫層の性質を調べた結果カミすっぱり

と問題解決の切札になってくれます.

礫岩について調べる項目

さてこのよう荘地質学的疑問を解決するためいや

それだけでなく普通に礫岩や礫層を地層の一成員とし

て記載する場合にも調べなければ校らなv'項目をあげ

ましょう.1個1個の礫に対しては

①大きさ(粒径･粒度)

②形(形状･球形度)

⑨丸み(円磨度)

④岩質(岩石種)

鰯一

①川砂利の採掘(石狩川月形1町付近)

②雨竜川の河原(沼困町付近)�
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が観察の基本項目でしたがこの場合には礫岩･礫層

が地層の一員であるということと礫･砂1泥の集合

体であるということから調べる項目もぐっと複雑に

狂ってきます.

①礫岩･礫層の粒度組成(どのよう恋犬きさの礫の集

まりであるか基質が占める割合いはいくらか)

②礫の形状組成(どのような形の礫の集まりか)

⑨礫の円磨度組成(どの程度の円磨をうけた礫の集ま

りであるか)

④礫の岩質組成(どのような岩質の礫の集まりか)

⑤礫の集合状態

⑥基質の性質

⑦上下の地層との層序関係

⑧分布の形態と範囲

⑨二次的変化

以上の9項目が礫岩･礫層の観察の標準的な1コｰス

になると思われます.もちろんどの項目も野外での

観察(いわゆる地質調査)と室内での観察･整理を通じ

て結果が出されるものですから実際には礫岩･礫層

の野外観察一→試料の採取→室内観察一→観察結果の

整理一→まとめ｡考察･結論の順をとって全項目を

平行して進めて行くのです.

①から④までの項目

上に述べた9項目のうち①から④までは観察にあ

たってどういう礫がどれだけ含まれているかという

撞的な測定をどうしてもしなければならない項目でし

かも4項目相互の関連が導き出せるようにうまく

観察しておく必要がある項目です.むろんこの測定

も測定の結果をまとめて一つの問題を解決しようとして

計画的に測定をする場合普通の地質調査の過程で礫岩

全体の性質をおおざっぱに知るために測定をする場合と

その時の目的次第である項目を省いたり簡略な方法

を使ったりして実施するのです.

今回はこの①～④の項目に共通したことを述べます,

4種の組成計測の進め方

組成を測定することの意味

粒度･形状･円磨度･岩質の各組成の測定はそれぞ

れなにかの尺度で区分された範囲に属する礫の量を体

積あるいは個数あるいは重量的に測ってその種類の

礫が全体の何%を占めているかを求めるために行なう

のです.たとえばある礫層が粒径6.4～3.2㎝礫何

%3.2～1.6㎝礫何%1.6～0.8㎝礫何%…･2mm

以下のもの(砂と泥など)何%の重量比から構成されて

いるとかある礫岩中に容積比で花陶岩礫カミ何%安山

岩礫が何%基質(砂･泥や膠結物質)が何%含まれて

いるとかあるいは含礫砂岩中の粒径1.6～3.2㎝のチャ

ｰト礫について亜円形のものと亜角形のものとの個数

比率が何対何であるとかまたある礫の堆積物に1.6

～6.4c醐径の礫が1m8あたり何トン含まれているとい

うことを知りたいため計測をするのです.そして測定

によって求める数値もたとえぱ一つの崖に現われて

いる礫岩の最下部厚さ20㎝の部分についての平均値と

か厚さ10mで東西5㎞南北3㎞にわたって分布してい

る礫層の東半分についての平均値とかあるいは厚さ

500mの地層中に爽まれている10枚の礫岩層を通じての

最大値とか場合場合で違う性格を帯びてきます.

そしてどん荏場合でも求める数値は量的な測定を

通じてしか得られませんから求める数値が結論を導

くのに必要な精度を備えるように注意して測定を進め

なければ在りません.ところがこの精度の維持に対

③海浜の礫堆(陸中海岸)

④巨礫の多い第三紀礫岩層の崖(北海道道南地方)�
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して礫層やとくに礫岩では諸性質がひどく変動する場

合があること天然の露出個所が限られていること巨

大な礫を含むときや硬い岩であるときに試料の採取が容

易でないことなどの障害がありますので統計学的に

みて満足できる数の個所から同じく満足できる量だけ

立体的に試料を採取して高い精度で測定を実施するこ

とがセきない場合カミ起こります.また一般的な地質

調査をする場合などには礫岩の諸性質をスピｰディに

観察してしまう必要に迫られます.

したがって実際に礫岩･礫層を観察するときには

できれぱ本格的な測定方法を自然条件が不利であっ

たり時間の余裕カ物ければ適当な簡略法を使うとい

う方針で計測の計画をたてます.そこで精密た計測

方法を知っておくとともにいろいろ在簡略法を工夫し

ておくことが大切になります.ただし簡略法からは

近似値しか求められ恋いわけですからそのときどきに

求めた数値の中にどのくらいの誤差が含まれているかを

見込んだ上で求めた値を使わないとv'けません.

測定する崖の選定

川原や海浜や海底では礫質堆積物の表面崖では礫層

や礫岩の断面カミわれわれのこれからの観察相手です.

すぐ気付かれるように地層にも川原の礫堆にもたい

てい上下にか在りの変化が含まれていますし水平的

にもだいぶん変化カミあります.そこでどこからどこ

までが一連の堆積物なのがこの屋とあの崖の礫岩は

ひと続きの地層なのかということをあらかじめ確認し

たり予想したり(礫をよく調べた結果から判定がっく

場合もあります)してから諾項員の測定を計画した方

が無駄が少ないでしょう(地層としての礫砦1礫層の調

べ方は次回に説明します).

現在の川1海⑳権種物や段丘礫層に対しては堆

積物がつくらている地形や礫堆の概略の性質の違いによ

って堆積物を詳しく区別してから礫の測定が行なわ

れています.とくに川原や海浜で礫の堆か縞状に複雑

た変化を示している場合などは予備調査と変化の状態

の整理にいろいろな工夫がいるようです.小峯氏は荒

川の中流で砂礫堆の分布をたんねんに調べてその一部

で並んでいる3段の砂礫堆がそれぞれ違った平均粒径を

もっていることを明らかにしています(小峯,1959).

川原の礫の測定にはこのようにあらかじめ一っ一つの

砂礫堆の分布を調べたりすることが重要でしょう.段

丘堆積物の場合にはとくにその段の識別が慎重に行な

われています(町岡1963および地質ニュｰス136号).

礫岩･礫層を相手にする場合にはその礫岩

の分布の形態と範囲それに上下や水平方向◆の岩相変

化が強いふ弱いかをある程度承知した上で何を解明す

るために礫を計測するか何に重点をおいて測定するか

を考えます.たとえば含まれている結晶片岩類の礫

の供給源がどちらの方角にあったかを知ろうとするとき

結晶片岩礫の含有率･.含有総量･粒径･種類それに珪質

片岩の円磨度を調べそれらの地域差を求めてみるとい

うように.そしてその目的に応じて礫岩層の東端

と西端を結ぶ線上に位置している大きな崖を数地区から

選んで計測するなどと計測地点を決めます.

礫岩層全体の平均値を出そうとするときも地層

内のある方向へのなにかの変化傾向を知ろうとする

ときにも本格的には統計的考察ができるように計測地点

を無作為に選びたいのですが計測に適した崖が少ない

場合にはあまり選択の余地カミありません.その際には

潜在していると思われる水平変化に対して計測地点が

偏在し恋いよう恋配慮をしながら小さい崖や風化カミは

げしv･崖などを省いて計測を行桂う崖を決めます.大

差のない二つの平均値を比較したいときにはそれぞれ

を7点以上の地点で計測しておきます.湊た変化の

方向性を明確にしたいときは計測地点を絡ま鮎;で整

理する際ある方向に5個所以上の計測地点を並べるこ

とができるように地点を配置しておきましょう.

礫岩1礫層の分布は次回に述べるように調査

すればわかるのですカミ既存の地質図を参考にしてもよ一

いでしょう昔地質関には普通礫岩汰とが直接むき

出し終匁っている個所(露出といいます)のほか表土

や岩宥の崩壊物あるいは火山灰や草木の下に礫岩が分布

しているはずの所も礫岩`として示してありますから

その範園内から地形図を挙考にしながら露出地点を

さがし嘆す中大きた川ρ緑1海津1侵食の強い谷底･

⑤海岸で崖を作りている中生代の礫堵(岩手県下)�
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枝谷の口･山腹の急斜面･道路の切取り･トンネルの入

口･家の裏などに注意を払って行げば観察に都合のよ

い天然や人工の崖を早く見つけることができます.

側線の両端に打った杭の間に縄を張りその真下の礫を

順々に測定する方法任意に選んだ正方形の範囲にある

礫だけを計測する方法がよく使われているようです.

測定を実施する部分の決め方

測定しようとする崖を選定したらはじめにその崖

でみられる礫岩や礫層の詳しい地質柱状図やスケッチ

を作って地層の上下への変化に対しては何層に分け

たらよいかあるいは礫の粒径はかなり違うが礫の岩石

種に重点をおいて調べるのだからひとまとめに計測し

ょうとかよく考えて観察の区を設定します.第

1図は礫層が多く含まれている地層の柱状図第2図は

露出のスケッチの例です.第2図の場合A･B･C

･Dのように観察の区を設ければたいていの目的にか

ないます.Aの部分をA1とA男に分けれぱさらに詳

しい結果カミ得られることでしょう.

さて今度はそれぞれの観察区を代表する数値

がどうすればうまく求められるかを工夫しなければな

りません.普通一つの観察区を隅から隅まで計測し

てその平均値などを求めるのはたいへんです.それで

その区内の変化の様子などを考慮しながらから統計学

的観点から小部分を選び出しその部分だけを計測し

て区全体の真の平均値に近い値を求めるようにします.

現在の川原の表面の礫を計測する場合には川の

流れに平行と直交の2方向を組み合わせて側線を選び

礫岩･礫層の場合はたいてい立体的な計測値を

出すことが目的に匁りますから立体的に点々と無作
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第2図礫岩の崖の模式的スケッチの例
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為柱計測位置を決めてそれぞれの位置から適当量っっ

試料を採取して計測すれぱよいのですが礫岩や礫層に

は普通上下への層状変化がほかの変化より多少とも優勢

に含まれていますので実践上はむしろ地層の上か

ら下までを通した(地層内を上下に細分した場合はその

観察区ごとに)円柱状の部分を地層面に平行する広が

りにっいて無作為に選び出して掘り取りその試料を計

測するのが理想的といえましょう.

しかし残念ながら天然の露出によって観察をする

場合にはある方向に向いた崖の表面に沿ってしか試料

を取ることができません.しかも礫岩が硬かったり

柔らかくても巨礫カミ多かったり崖がオｰバｰノ･シグし

ていたりすると計測用の試料をうまく掘り取ることさ

えもできないのです.このような崖の表面を観察す

るよリ仕方がないというピンチに遭遇してもすぐ

に礫の計測をあきらめてしまわないで崖をよくながめ

てみましょう.計測しょうと思う項目に影響するよう

泣異常部や地層面がちょうど崖の面を作ってい削'か

たとえばとくに礫が集まっているとか逆に基質が多

いため膠結が進んでいるとかあるいはひどく破砕さ

れているとかまた礫岩と砂岩の境目だとか当面して

いる崖カミその礫岩としては異常だとか片寄ったとかい

える値を計測させてしまうようないじの悪い崖ではな

いかを見分けるのです.この際基質の量には変りが

広くてただ膠結物質が多いとか方解石などの細脈が

多少入っていることは差支えありませんから実地では

案外悪質な崖に行き合うことが少ないものです.崖

が悪質でなければ礫岩はその崖の面によって任意に切

られているわれわれは礫岩･礫層の層面に平行な場合

を除いたランダムな断面をみていると考えて測定を進

めます.すなわち崖が礫岩の任意断面に相当すれ

ば崖面に沿っての平面的な計測結果もその崖の周辺

の礫岩を代表する効力をもっているといえるのです.

この見方を背景にして崖の表面で直接測定する部

分を帯あるいは線または点状に抽出します.帯状

に測定するといったのはある幅の面上を両全部につい

て観察してしまう場合で仮に“西方式の抽出測定"

と呼んでおきましょう.線はある線に触れるものを

全部計ってしまう場合で仮に“線方式の抽出測定"

といっておきます.点はたくさんの点を設けて各

点にちょうど当っているものを測ってその結果を集計

する場合でここでは仮に“点方式の抽出測定"と名

づけておきます.点方式では各点をそれぞれ任意の

位置に選ぶと測点数の割に有効な結果が出せるのです･

がたくさんの点を設ける場合には普通宝聞隔の方

眼の交点に測点を配置しです祖わち碁盤目･方眼の網

員に沿って計測を実施します.

設定する計測帯･線･点の網は一般に礫岩の性質

が地層の上下方向にか放り変化していますから各観察

区ごとに地層の上限から下限まで続いているものでなけ

れぱなりません.一方地層面に沿う方向への変化が

よほど強くないかぎり地層面に平行的な方向について

の計測量カミ直交的な計測量よりも少なくてかまいませ

ん.それから線や西方式では地層面にだいたい直

交する方向に伸ばした線や帯を何本も平行に設けて計

測しその値を集計するように計画するのカ渤異的です

が点方式のとくに網目の間隔があらいときには点の

列が運悪く異常な層に一1致することを避けるために網

の方向を地層面の方向と一致させないで地層面と30｡

前後租いし6ぴ前後斜交する方向とそれに直交する方

向に定める方がすぐれています.

⑥古生代の礫岩礫と基質が切られたように一緒に割れている(北上地方)

⑦打ち欠いて採取した古生代の礫岩塊(薄衣礫岩)�
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採取した礫岩の組成を測定する手順

立体帥二採取した試料は礫とその闇をうめている砂

や泥の基質あるいは二次的にしみこんだ膠結物を分離

しさえすれば礫をいろいろに種類分けし分けた種

類ごとに体積や重量を計って直接目的の容積比や重

量比を出すことができます.すなわち本格的に諸性

質を測定することができるわけです.

試料の採取と塾質の分離

固まっていない礫層(第四紀や新第三紀鮮新世の地層

だと)からはスコップやツノレハシで容易に試料を掘

りとることができますが基質が硬い礫岩(日本では古

生代･中生代の礫岩)からはうまく試料がとれないも

のです｡硬い礫岩では少し風化している所や岩に割

れ目がある所を選んで採取する部分の全面にマジック

インキ和どでしるしを入れておきその端から大型の

ハンマｰ･タガネ･ツノレノ･シを使って塊状に打ち欠い

てとります.それでも相手が大磯以上の礫岩ですと

試料をうまく柱状にとってゆくことができません.

露出から打欠いだ塊状の試料を今度は1ポンドくら

いのハンマｰや1/4ポンドくらいの小ノ･ンマｰなどを使

いわけながら解体します.まず大塊を小割りにし

次に礫に付着している基質を小ノ･ンマｰで礫の縁に

沿う方向にカが加わるよう何度も軽くたたいて脱します.

途中で損われた礫はその破片と一緒に小さいポリエチ

レン袋に入れるなどしてまとめておきます.またし

っかり接着していて脱れない基質は仕方がありません

から礫にくっっけたまま目見当でその量や形を推定し

て作業を進めます.基質のとり脱しには水や酸を使

っても余り効き目が狂いのでむしろ半ば風化した岩

体から試料を採取して能率をあげるのが賢明です.

⑧堅い岩塊から取り出した礫1(簿衣礫岩)

礫の種類分けの手順

さてシｰトや紙の上に礫と基質を分離した試料

あるいは掘りとった試料をひろげておいてその中から

粒径1.6cmまたは3.2㎝以上の礫を粒度階級別に分け

ながら手で拾い出していきましょう.それ以下の礫や

基質は筋を使って分けます.粒度別に礫の山を作った

ら次に形状別の山に細分しそれぞれの山をさらに

円磨度別そして岩石種別と分けてゆきます.そうす

ると最後はたとえば粒径3.2～6,2㎝の小判状で亜円

形の安山岩という4種の区別の組み合わせで分けら机

た礫の集まリカミ幾組もできてきます.これらの似か

よった礫同士の集まりをそれぞれ最小の単元(特別の場

合には1個1個の礫が最小の単元になる)として各単

元の量を計ります.このようにして計られる最小単元

の量を組み合わせてたせぱいろいろな区分について

の百分率や相互の量比が求められるわけです.

もちろんこの手順は一番標準になると思われるコｰ

スですからたとえば岩質区別のあとで粒径を1個1

個について精密に測定するとか円磨度をとくにくわし

く計るとかあるいば粒径と岩石種の関係を中心とし

て研究するため粒度別の次に岩石の区別を行なったり

またある岩石の礫だけを対象に研究するので最初にそ

の岩石の礫を選出したり目的次第でいろいろに変更

すれぱよいのです.

普通粒径1.6㎝以上(とくに6.4㎝以上)の礫は野

外で観察し1.6c皿以下の礫と基質は室内へ持ち帰っ

て観察すればよいでしょう.持ち帰る部分の量か多い

ときには全体が均質に混じるようによく混合して4

分法などで分割し一部分を持ち帰ります.また大

きい礫の中からも岩石種を調べたりとくに形を調べ

たりするための試料を採集して帰ります.

座ト座ト国ト座ト亟ト匿ヨ

ム､

ルコ

､

第3灘操敬した1礫岩一を測定する等ji贋の模式劇�
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礫岩の組成を崖の表面で測定する手順

前にも述べましたように実地に礫岩や礫層を観察す

るとなると崖の表面を観察するより仕方がたい場合が

たいへん多いものです.こういうときにも何とか工

夫して礫のいろいろた性質についての近似的な値を求

めなければ礫岩の研究を進めることはできません.

礫岩の崖面と測定できる精度の限界

ま寺礫岩や礫層がつくっている崖の表面の状態を観

察してみましょう.第4図を見て下さい.これは

崖を横から見たときの模式的祖スケッチです.

aは強い石化作用あるいは珪化祖との変質作用をうけ

た礫岩の場合で古生代の礫岩によく見られます

礫岩は全体に硬くカチカチしていて岩盤全体が

礫の形に無関係な大小の割れ目に沿って割れよく

スッバリ切り取られたよう祖崖面をっくっています

bはこれより少し石化の程度が低い礫岩の場合で

だいたい中生代･古生代の礫岩がこの状態をして

います基質がか妊り硬いので礫が離脱した凹み

に礫の型が残っていますし基質の聞からほんのわ

ずかしか顔を出していたい礫がかなりあります

また割れている礫はたいてい礫の中央近くで割

れており基質の面はほぼ崖全体の面にそろってい

ます

｡は第三紀層中に最もよく見られる例で礫はよ

く突出しており基質の表面は比較的平滑で礫の

脱け跡がくずれて不規則抵凹みになっています

dとeは第四紀層の例でdは礫が密につまっている

!書4

､杵)猟ソ'

;紗ゴ■ヅ･

扣�昀

第4図礫岩･礫層の崖面の模式図

礫層eは基質が多い礫層の場合ですどちらも

基質が礫よりずっと先行して内部の方まで軟化し

脱落しています

fは段丘礫層の風化が進んでいる個所によく起きて

いる現象で基質添風化し流れたため礫ばかりが

崖の表面近くでズリ落ちなカミら積み重なっている状

態です

礫の粒径･形状･円磨度はこの場合一口にv=え

ば崖面に礫が突出しているほどわかりやすく塾質の澱

は礫と基質の表面カミそろっているほど調べやすいこ

とになりますから礫岩の崖面の状態をa,b…･fに

区別してみると普通第1表にまとめた傾向で各項

目に対する精度(調べやすさ)が違ってきます.

なお崖の面で礫の任意な断面をみるとすれば粒径

については平均的に補正して真の粒径を推定すること

ができますカミ形状と円磨度については本当の形や値を

推定することができ低いので別の工夫をこらさなけれ

ば行きづまるのです.

③自然の廟鐘でできた中生代礫岩の崖

礫がはずれ落ちたくぼみがみられる(岩手県下)

試料の抽出方式の選定

点･線･面のどの方式を使って測定する部分を抽

⑩人工の切り取りに露出している鮮新世礫層(窟{県下)�
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策1表崖面の状態と項目ごとの測定精度との関係

しbべる項目粒瓢径��形状�円磨度�基質量

a�◎�△�◎�⑨

b�O�△�◎�O

C�O�◎�O�O

d�③�O�⑥�◎

e�⑧�O�6�◎

f�O�◎�O�×

��しらぺた結果の精度轡高い◎かな高い��

しhべた結果の精度轡高い◎カなI〕高い

軸まリ高くないく低いX役にたたない

出するかは究極には求める数値の精度を確保できる

かどうかによって決めることになりますが方式の種類

と測定値の精度との間には対象とする計測項目(たと

えば粒径と岩質だけ計測するとか)測定できる露出の

大きさ(一つの観察区にした地層の厚さや崖の大きさ)

測定を制約する条件(たとえば崖に登れないとか)がど

うであるかが関連しています.

計測項目と測定値に関しては形状･円磨度の

組成は普通おもに個数比を求め目的によって体積比を

求める項目粒度組成｡基質の量は体積比を岩石種は

目的によって個数比か体積比を出す項目です.むろん

個数と体積とは各礫の粒径あるいは粒度別に集めた礫

の総量とその中間粒径を伸介として相互に換算するこ

とができます.体稿比を出すのは本来は面｡線･

点の順に精度の高い結果カミ期待できるのですが天然の

礫岩の崖面にはたいてい凹凸がありとくに礫だけが突

出している場合が多いので礫や基質が断面として占め

ている面積や線に沿っている長さを出すのカミたかなか

むずかしいのです.それで実際上は点方式によるほう

が判定の簡単さで有利になってきます.

ところが粒径の大小にかかわりなく礫全部を対等に

扱って個数比を出す場合には逆に西方式のほうが

適しています･というのはたとえばある粒度階級

の礫と対等にその下(粒径カ茎半分)の粒度階級の礫の個

数を比較するときには点方式で体積比1:1であれば

その個数比は上の粒度の礫1個に相当する体積が下の

粒度の礫8個と租りますから1:8と換算し同様に

線方式の1:1は1:4面方式の1:1は1:2に換算して

使わなければたらないので礫岩自身にむらカ∫あること

を考えると換算倍数が小さい西方式の方がこのよう

な場合の個数比を求めるのに適しているといえるからで

す.個数比でも同じ粒度階級の間での比較値を求める

ときには体積比カミほとんどそのまま個数比に相当する

のですから体積比を求める方法に準じて精度の良い悪

いを考えればよいでしょう.,ただしある粒度の礫の

形状とか円磨度だけの個数比を計ろうとするときには

西方式の測定帯内から該当する礫だけを見つけて計測し

たほうが作業が楽です.

測定に適する露出の大きさは場合場合によ

って一つの観察区とみ恋した地層の厚さと崖のうち測

定に適する表面をもった部分(ひどい凹凸地層面に平

行した部分異常狂部分崩壊物でおおわれている部分

などは不適当)の大きさにしたがってかたり違ってき

ます.

広い範囲を測定の対象としなければならないときには

点方式のほうが点の間隔を大きくすることが自在なの

で便利です.線や帯は地層の上から下までを通すだ

けでも絶対にある測定量が必要になりますから測定

の総量をあまり多くし狂いで広範囲に測定線や帯を適

度に分散させることができないわけです.反対に露出

が狭まい場合には点方式では間隔を変えた測定を何

段階か平行して実施しないといろいろの粒度にわたっ

て結果カ油せないことが起こりますから線方式さらに

西方式が有利になってきます.

⑳崩れはじめている簸四紀の礫層(當山県下)�
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策2表崖面での測定方式と諸条件との関係

測定方条件式�点方式�線方式�西方式

体悩比を求める�◎�O�◎

織鱗める�◎�O�◎

地層が厚い�◎�O�◎

地層が薄い�◎�O�◎

崖に登れないので目測�X�×�◎

方式の適否⑱好適◎適当

⑧使ってもよいX使えない

計測を制約する条件として登れ削･崖と急

いで観察しなければならないという時間の壁になやまさ

れることがあります.これには結局目で見て勝負

する写真を撮って判定するという対策しかありません.

目で見て勝負する測定方式としては一部分しか登れな

い崖にも同じく西方式カミ唯一の定石です.全景写真

にはすべての方式が適用でき局部写真には西方式が応

用できます.

以上述べたことをまとめて表にしますと第2表のよ

うになります.

測虚の剰煩登記帳涜

いよいよ崖紀とりついての本番です凹襲ず崖面

で不適当政所を慈けて測定する範囲を予定し崖紀沿っ

て立てる足場をつくり漢しょう､左右は王触上下は

おペソから顔の少し上談でが一と組の見場から観察で

きる範囲です茗

鰯鰯

点方式の測定の場合統計学的には測点を定間隔

に設けるのは不利荏のですカミ実際の作業上一般に方

眼線の交点に当る測定点を多数設けて端からその点に

来る(崖に凹凸カミあるときは点から方眼面に直交する線

を出して交わる点をとれぱよい)礫の性質を識別して記

帳して行きます.

測定点の配列方向すなわち方眼線の方向は前に述べ

たように地層面と30～6ぴ斜交させると理想的です.

けれども崖に登ると上下か水平方向に身体を移動させ

るのが楽ですし崖の状況によっては上下･水平の方向

にしか作業できませんから普通上下･水平の組合せ

で測定を行ないます.ときには礫岩が適当祖角度に傾

斜していることがあるものです.

もし非常にたくさんの地点で測定を実施するならば

あらかじめ紐をあんだ方眼のネットを幾種がつくってお

いて鉄杭で崖面にはりっければ能率的でしょう.し

かし礫の粒径次第で点の間隔を決めるのカミ好ましいの

ですから普段は巻尺(または間縄)折尺5寸釘

マジックそれにノ･ンマｰノｰト鉛筆という7

っ道具でやれぱよいでしょう.

また実施上だとえば15㎝間隔の方眼に測定点を

とるとすれば伸ばした折尺を15㎝ごとに横に移動させ

ながら崖にたてかけその0,15,30…･㎝の目盛の真

横でノ･ンマｰの先の幅(たとえば5㎝)たけ右寄りの

点を測定点として下から上へ(上から崩れた物でじや

まされ狂いため)順次に観察してゆくと作業が楽です.

なお測定点に当った礫を採取して計測するときには

始めにマジックインキで測定点下の礫にしるしをつけて

おいて下側から先に礫をとり出して集めます.した

がってマジックでしるしをっけるとき基質に当った

点の数を数えておくことを忘れてはいけません.

第5図礫面を崖の表面で測定する手順の模式図
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礫の諸性質の測定は採取した試料のときと違

って測定点1点ごとにそのとき観察しようと思った項

目全部を計測し区別してゆく方法で進めます.第5図

は基本にたる諾項目を総合的に観察する場合に適当な

観察コｰスです.観察した事項は1点ごとに記録して

いきます･第6図は基本の項目を含んだ記録紙の1

例です.2人で組んで1人がノｰトをとる役をする

と作業がたいへんスムｰズに運べます.

西方式の測定の場合には崖面に紐･巻尺を張るか

マジックで線を引いて幅数10㎝ごとに区画して下か

ら上へ観察してゆくと都合よく測定カミできます.

ところが西方式を使って4種目の計測を合わせてや

るには一うまく二重帳簿をっくってゆかねばならたいと

いう困った問題もあります.それは礫の真の粒径と

礫が崖面で占める面積との関連の問題です.一方では

設定した測定面そのものと交わる所の礫の断面積をとら

えてその面積に等しい面積をもつ円の直径を記帳して

量比を求める基礎にしなければ枚らないしもう一方で

は礫が崖から突き出ているので推定できるその礫の本

当の粒径も記入しておきたいのです.

1枚の記録紙に2重の記載をすることを考えてみまし

ょう.第6図の記録紙を例にとれば測定断面そのま

まの粒径のを正の字を書いて記入しそのうち真の礫径

がそれより1階級大きいものに当った場合その線上に

蟻印1個2階級大きいものには鰯印2個というように

マｰクを入れて二重帳簿の代用にしておきます.こう

しておくと個数を集計するときに調整して本当の礫径

とほかの性質との関係を導く資料をつくるのに役立ちま

す.たお礫のカウントの正の字は数えやすくて正

しい測定のシンボノレです.ごまかしをしなければ棒

や丸印を並べてゆくだけでもさしっかえないのです.

次の機会には礫岩･礫層の粒度形状･円磨度･岩質

組成の実際的な測定法と測定結果のまとめ方について述

べさせて頂きましょう.(筆者は地質部)
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南房総国定公園

千葉県南端の臨海公園で西海岸にあたる東京湾口の

富津岬から太平洋に突出する東海岸の太東岬までの約

190kmにわたる海岸線地域面積56.6k㎜2が昭和33年

8月1目に国定公園の指定を受けました.

この地区には富津岬鹿野山鋸山船形観音洲崎

野島崎清澄寺誕生寺たいの浦勝浦荏どの景勝地

があり四季を通じて手軽に利用できるレクリェｰショ

ンの地です中

洲崎から野島崎を経て千倉に至る半島の最南端では

牢の暮に菜の花が咲くという常泰の地で年間を通じて

気温の差が少なくカラタチバナヒメユズリノ'だとの

南方植物やイヌブナソテツなどの温帯構物がいりま

じって茂り自然植物園を形成しています｡地学的に

は第三紀凝灰岩その他の若い地層の教室で造礁サン

ゴ化石も見られます.海岸はいわゆる白砂青松の砂浜

でいたるところで海水浴ができ白浜勝浦御宿は

海女で有名でむかしから房州海女として知られていま

す.

御宿町には慶長14年(1609年)フィリピン総督ドン

･ロドリゴの乗船が難破この地に上陸しわが国の船

で送還されたのを記念した｢日本･イスパニア･メキシ

コ交通発祥記念碑｣があります.

太東岬の南海岸はノ･マボッス･カモ･ノ･シ･ノ･マコウ

などの珍しい海岸植物の群生地です.

切手の画面は最南端の野島崎を中心とする白浜海岸で

海水に侵食された海岸段丘とそれにつづく岩礁の雄大

な風景です.

むかし源頼朝は石橋山の敗戦後野島崎に漂着したと

いわれ灯台近くの弁天堂にある腰掛松は頼朝が腰を掛

けたと伝えられています.また画面中にある野崎岬灯

台は慶応2年(1866年)に米英仏蘭の4か国との条約

により建てられた8灯台の1つで仏人ウェルニｰの設

計で明治2年(1869)1月14目に点灯され光達距離

は33km｡に及びます.

この地は背後に東京を中心とした大都市を持ち交通

も房総線を用いあるいは船を用いて簡単に往来ができ

ます.このため近年はシｰズンには多くの人々に利

用されるようになりましたが一方では自然の景観が

年とともに俗化しているともいわれます.利用する人

々は十分にそれらのことに留意することが必要でしょ

う.(筆者は元所員現科学技術1青報センタｰ)�


